
 
 

 

一宮市家庭教育支援チーム 

“ きらり ” 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

     一 宮    市家庭教育支援チーム 

 （呼称：   きらり              ） 

 URL：  https://www.138npo.org/info/group/index.php?group_id=156  

        （いちのみや市民活動情報サイトの団体ページ 「きらり」 ） 

②活動拠点 一宮市社会福祉協議会等の貸会議室 

③活動範囲 一宮市および近隣地域 

④組織体制 

 

    １９  人 

 

ペアレント・メンター２名、保育士２名、社会福祉士、初級教育カウンセラー、 

子育て支援教育カウンセラー、子育てネットワーカー、介護福祉士・ 

介護職員初任者研修修了者（旧ヘルパー２級）２名、看護師２名、助産師     

（重複あり） 

⑤活動開始年度       ２０１０   年度 

⑥問合せ先 

【公表可能な連絡先】 

（部署・氏名等） 

    代表   松良 啓子  

（TEL）            （E-mail） kirari_138shimin_katsudo@yahoo.co.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

知的な遅れは目立たないが発達に凸凹がある子どもをもつ親たち（家族）が

出会える場や、親たち（家族）への支援として情報提供・相談・学びの場を提

供するピアサポート活動を実施している。 

 

① きらり交流会（同じ立場の人同士で悩みを話せる場） 

② きらりお母さんの寺子屋（情報提供の場に参加し子どもの将来について考

える・あいちっこ「親の学び」学習プログラム等の参加型ワークショップから

気づきを得る）  ※母親以外も参加可 

③ きらり勉強会（専門家や先輩お母さんから学ぶ場） 

④ きらり見学会（進路選択に参考となる場所を見学する） 

⑤ その他、随時、グループ LINE を利用して、講演会開催の案内や TV 番組

等の情報発信 

 

現在は、基本的に月 1回（①または②）の活動、 

および必要に応じて③④の開催。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

① 「交流会」は立ち上げから 2023年度末までに １２１回開催 

同じような悩みをもつ人に出会えることで、共感してもらえたり、悩みを理

解してもらえたりする。公的な相談機関からの紹介で繋がったメンバーも多

い。支援者（教員や医者や相談員）には他人事として捉えられがちだが、同

じような経験のある先輩ママには心に寄り添ってもらえるため、否定したい気

持ちから前向きにとらえて受容する気持ちに変化する傾向がある。また、少

し先を歩いている親に出会い、具体的でリアルな経験談を聞くことは、日々

の子どもへの対応の参考になる。子育ての見通しを立てることができるように

なり、親が育つ。実際に職業自立して生活しているという事例を知ることは、

難しい子育ての励みにもなる。 

知的な遅れが目立たないが発達に凸凹がある子どもへの対応は、障害

児の親の会で得られる情報とは異なるニーズがある。知的な遅れが目立た

たないことから普通学級に在籍することも多いので支援が十分に行き届かず

悩みがより複雑化しているということもあり、そこに特化して親への支援活動

をしている。 

② 情報提供をする「お母さんの寺子屋」を 2022年度から 6回開催 

（内容テーマ：さまざまな就労支援機関の紹介、診断・継続医療の必要性、

不登校になってしまった時の保護者の対応、相談機関の選び方、住まいの

カタチ、ライフスキルについて） 



どのテーマも、単に障害を受容して福祉の支援を得ることだけを前提とす

る視点ではなく、子どもがその子なりに幸せに自立する将来を目指すため一

般的なものまでも含む。そのため、情報がとても幅広い。膨大な情報量を包

括的にまとめた貴重な資料にそってわかりやすく伝えるので、参加者にとっ

て個人的な情報収集の参考になっている。まだ子どもが幼いという参加者に

とってはずいぶん先のことであっても、知らないよりは知っておくことで、セーフ

ティネットとして活用できるので好評である。知識の浅い参加者にとっては、

深く学ぶきっかけづくりにもなっている。 

③ 「勉強会」は立ち上げから 2023年度末までに 18回開催 

発達障害その他の専門家を講師に招いたり、先輩母からの貴重な経験談

を聴いたりした。また、コロナ禍以前に一宮市教育委員会の後援も得られて

開催した。いろいろな立場の人が小グループで交流する勉強会がとても好評

であった。愛知県下から多数のペアレント・メンターの協力を得て各グループ

にファシリテーターとして配置したことがよかった。支援者と保護者が同じ場で

交流できる機会を作ったことは、異なる立場の参加者双方にとって、とても新

鮮だったと高評価の感想を得られた。 

④ 「見学会」は過去 4回実施 

・その他 

過去には、親と子どもが一緒に参加するボランティア活動の機会があっ

た。障害者施設での夏祭りの模擬店の準備と運営、高齢者施設へ訪問して

利用者参加型の音楽活動等を約９年間継続的に実施していた。子どもの年

齢が上がりそのような活動に参加しにくい状況になりつつあった中、コロナ禍

を経て現在は実施していない。子どもが感謝される経験をすることで自尊心

や自己肯定感をもてるとても良い機会だった。また、幼いころから親子で交

流し続けることで、本人が成人となってからの支援者的な人材として関われ

る相談者になり得るような“斜めの関係”を作る機会でもあった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


